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はじめに

免責事項

この度はサイレントシステムの組み込み用受信機モジュール R-1 ご購入頂きありがとうござ

いました。本マニュアルはユーザーが R-1 利用するための技術的な情報を記していますので

十分に理解した上でご利用ください。

R は一般電子機器用の半導体部品を使用しておりますので、生命に関わる用途や身体に

害を及ぼす恐れのある用途には使用出来ません。また R は基本的にお客様が目的に適合し

た外部回路を付加して使用する基板部品ですので、使用の前に十分なテストを行い正しく動作す

る事を確認してから使用を開始して下さい。また R の運用の結果についてはサイレントシステ

ムはいかなる責任も負えません。

R は完成品ではなく基板部品です。組み立ての過程や外部に接続した装置や回路により

SR-1 深刻なダメージを与える可能性があります。こうした

R-1 マニュアルには欠陥が含まれている可能性がありますので、その信頼性や正確性を保

証する事は出来ません。またその欠陥を修正する事を保証する事もできません。

R の仕様は予告無く変更する場合がありますので弊社のサイトを確認して最新のユーザー

ズマニュアルをご利用下さい。
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お客様ご自身の作業の結果に対して

サイレントシステムはいかなる責任も負えません。

-1

１



SR-1 機能の

R-1 米国シリコンラボラトリーズ社製の受信機用半導体 i4734 ベースに受信機として動作

させるための付属回路をコンパクトに実装した組み込み用の受信機モジュールです。 R-1 は

以下のデバイスが装備されています。すべてのデバイスはインターネット上に仕様が公開されて

いますのでどうか参考にして下さい。 R-1 動作電圧は .7V ら .6V 範囲です。

最大 0mW 力のステレオヘッドフォンアンプです。 i4734 出力をヘッドフォンを十分にドライ

ブできるレベルまで音声信号を増幅します。出力インピーダンスは 2 ームです。電源投入時の

ポップノイズを低減する回路が内蔵されています。

空中線に直接接続するフロントエンドには保護用のC 実装して i4734 保護しています。

S は S を

S に

S の 2 か 3 の

6 出 S の

3 オ

I を S を

・受信機用半導体 Si4734

・ヘッドホンアンプ MAX9723

・カレンダークロック TC-8564

・制御用マイクロコントローラ MC9S08QG8

R

i4734 に必要な機能をワンチップに内蔵した受信機用の半導

体です。受信周波数は M ード時には 49KHz-23MHz 範囲は KHz テップで、 M ード時に

は 4MHz-108MHz 範囲を 0KHz テップで指定可能です。

i4734 供給する 2768Hz 発生するモジュールです。チップ内にはカレンダークロックを内蔵

していますので、指定時間に R-1 電源を投入できます。またこのチップの電源はキャパシター

でバックアップされていますので、一分以内に電池を交換すればカレンダークロックの設定は保

持されます。

R-1 体のコントロールを行うマイコンです。待機時の電流が数μＡ程度と省電力が特徴です。

S は

A モ 1 の 1 ス F モ
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S に 3 を

S の

S 全

Software Defined Radio(SRD)

・静電放電保護C CM1214I
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SR-1 外部信号の説明の

3

AM グランド用

AM アンテナ用

AM グランド用

AM アンテナ用

FM アンテナ用

FM グランド用

GPIO1 力出

GPIO3 力出

予約 グランド( )

ファンクション 入力1

ファンクション2 力入

ファンクション3 力入

ファンクション4 力入

DOWN イッチ入力ス

UP イッチ入力ス

3V 源（＋）電

GND －）（

LED/BEEP 力出

POWER イッチ入力ス

+3V 力出

シリアル入力

シリアル出力

オーディオグランド

オーディオ左出力

オーディオ右出力



アンテナの接続方法
・ M ンテナの接続方法

・ M ンテナの接続方法

A ア

F ア

M を受信するには共振コイルを用意する必要があります。特に M ジオ放送を受信するに

はバーアンテナを接続すると感度良く受信できます。あるいは 80 H ら 50 H インダクタを

接続して、ワイヤーアンテナと併用しても好結果が得られます。短波帯を受信する際には容量可

変型のオートアンテナチューナーにより同調容量がおよそ .1pF ら 92pF で自動調整されます

ので、その範囲で目的周波数に同調する適切なインダクタンスのコイルを接続してください。

M を受信には適切な長さのワイヤーアンテナを接続する必要があります。アンテナ端子のイ

ンピーダンスは一定ではありませんが、かなりのハイインピーダンス 数キロオーム以上 ですの

で、低インピーダンスのアンテナを使用する際にはインピーダンスマッチング回路を入れるとさら

に感度が向上します。

R-1 ジュールを中間周波モジュールとして使用する場合には前段とのインピーダンスマッチ

ングを正しく整合すると感度が向上します。

A 帯 A ラ

1 μ か 4 μ の

7 か 5 ま

F 帯

( )

S モ
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AMアンテナ

AMグランド

SR-1

AM 送用は 80 H μ放 1 μ H-450

FM ンテナア

FM ランドグ

SR-1
λ 4 度のワイヤーアンテナ/ 程



SR-1 動作モードの

・スイッチコントロールモード

・シリアルコントロールモード

R-1 外付けのスイッチのみでコントロールするモードです。 R-1 電源の供給を開始する際

に OWER イッチ端子になにも接続せずオープンにしておくとこのモードで起動します。主要な操

作スイッチは OWER UP DOWN 3 のスイッチで、それぞれ電源 N/OFF ボリュームのアッ

プ、ダウン操作が行えます。

ファンクション スイッチを押した状態では、上記の つのスイッチはそれぞれバンド切り替え、プ

リセットチャンネルのアップ、ダウンとして機能します。

同様にして 個のファンクションスイッチの押し方の組み合わせで、 OWER UP DOWN 3 の

スイッチの機能を切り替えて操作します。

スイッチ操作の詳細に関しては後述のスイッチ操作一覧表を参照してください。スイッチコント

ロールモードでは R-1 一部の機能は使用できません。

R-1 シリアルでコントロールするモードです。 R-1 電源の供給を開始する際に OWER

イッチ端子をグランドに落としておくとこのモードで起動します。すべての主要な操作はシリアル

経由で R-1 コマンドを送出して行います。シリアルコントロールモードでは R-1 すべての機

能をフルに利用できます。

R-1 シリアル信号は V ロジックレベルです。直接パソコンの S-232C 号 +12V-12V)

接続すると瞬間的に R-1 破壊されますので十分ご注意下さい。 R-1 パソコンを接続する際

にはサイレントシステムより発売されている J-RS たは J-USB ジュールを使用すると簡単に

接続できます。

S を S に

P ス

P と と の つ O 、

1 3

4 P 、 、 の つ

S の

S を S に P ス

S に S の

S の 3 の R 信 ( を

S が S と

S ま S モ
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SJ モジュール-RS SJ モジュール-USB



スイッチコントロールモード

R-1 スイッチコントロールモードで使用するにはまず R-1 操作のためのスイッチを取り付

ける必要があります。 R-1 使用するスイッチは押している間はオンになり手を離せばオフにな

るスイッチの使用を想定しています。小型のタクトスイッチなどが最適です。

以下に R-1 スイッチコントロールモードで使用する際の接続図を記します。

前項で解説したアンテナ端子も確実に接続してください。

受信機として最小限の機能で構わない場合には OWER UP DOWN ファンクション の つの

スイッチのみを接続するだけで結構です。

S を S に

S に

S を

P 、 、 、 1 4
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+3V

GND

UP イッチ入力ス

オーディオ右

オーディオ左

オーディオ NDG

POWER イッチ入力ス

AM ランドグ AM ンテナア

FM ンテナア

DOWN イッチス 入力

ファンクション スイッチ4 入力

ファンクション スイッチ3 入力

ファンクション スイッチ入力2

ファンクション スイッチ入力1



スイッチによる操作

・ファンクションを何も押さない場合

・ファンクション１を押しながら操作した場合

・ファンクション を押しながら操作した場合

・ファンクション１と２を同時に押しながら操作した場合

POWER 源の N/OFF

UP リュームアップ

DOWN リュームダウン

POWER AM/FM 切り替え

UP リセットチャンネルのアップ

DOWN リセットチャンネルのダウン

UP5 長押 在受信中の周波数をプリセットに加えて を表示 表示機能に関しては後述

でにプリセットされている場合には削除して を表示

DOWN5 長押 プリセットオートスキャン開始

号を見つけたら 秒間その信号をワッチして を表示

ンド内をすべてスキャンし終わったら を表示

POWER ンプの低音ブーストの N/OFF( 果は微妙

UP ーク選局のアップ

DOWN ーク選局のダウン

表示については後述する ED 圧電ブザーについての説明を参照してください。

POWER リープタイマーの N/OFF

30 ( 表示 、 0 ( 表示 、 FF(0 示）を繰り返す

UP AM フィルタ帯域アップまたは M テレオモード

DOWN AM フィルタ帯域ダウンまたは M ノラルモード

電 O

ボ

ボ

の

プ

プ

秒 現 0 ( )

す 5

秒

信 2 0

バ 5

ア O 効 )

シ

シ

L と

ス O

分 ３ ) 6 分 ６ ) O 表

の F ス

の F モ

2
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・ファンクション を押しながら操作した場合

・ファンクション を押しながら操作した場合

・ファンクション と を押しながら操作した場合

3

4

3 4

POWER ラーム時刻の表示

UP ラーム時刻のアップ操作

DOWN ラーム時刻のダウン操作

同時に押すファンクションキー と の状態により操作する桁が変わる 時刻設定の際も同様

キー ー 作する桁

押さない 押さない

押す さない 10

押さない 押す

押す す 10

POWER 在の受信周波数の表示

FM 4 で 0KHz 位 M 5 で KHz 位

UP 信周波数のアップ操作

DOWN 信周波数のダウン操作

同時に押すファンクションキー と の状態により操作する桁が変わる

キー ー 作する周波数単位

押さない 押さない FM には 0KHz AM は KHz

押す さない FM には 00KHz AM は 0KHz

押さない 押す FM には MHz AM は 00KHz

押す す FM には 0MHz AM は MHz

POWER 在時刻の表示

UP 在時刻のアップ操作

DOWN 在時刻のダウン操作

同時に押すファンクションキー と の状態により操作する桁が変わる。 アラーム設定時と同様

ア

ア

ア

1 2 ( )

1 キ 2 操

分

押 分

時

押 時

現

は 桁 1 単 A は 桁 1 単

受

受

1 2

1 キ 2 操

時 1 時 1

押 時 1 時 1

時 1 時 1

押 時 1 時 1

現

現

現

1 2 ( )
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スイッチによる操作一覧表
ファンクションキー 能

4 3 2 1 POWER UP/DOWN

Power Volume

Band Preset

Boost Seek

Sleep Filter

Alarm Disp Alarm Minutes

Alarm Disp Alarm 10 Minutes

Alarm Disp Alarm Hour

Alarm Disp Alarm 10 Hour

Freq Disp 1KHz/AM 10KHz/FM

Freq Disp 10KHz/AM 100KHz/FM

Freq Disp 100KHz/AM 1MHz/FM

Freq Disp 1MHz/AM 10MHz/FM

Clock Disp Clock Minutes

Clock Disp Clock 10 Minutes

Clock Disp Clock Hour

Clock Disp Clock 10 Hour

機

○

○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

限られたキーのみでアラームや周波数や時刻を設定するのはかなり困難です。後述する表示

回路を実装しなければ操作した結果を確認できませんので、表示回路が無い場合にはアラーム

＆周波数関係の操作は出来ないと考えた方が良いでしょう。別売りの小型液晶コンソールを利

用すると簡単に設定の表示と変更が可能になります。
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外付けの表示回路

SR-1 スイッチコントロールモードで使用する際には現在の周波数や時刻の表示のために表

示回路が必要になります。 R-1 /BEEP 子に下記の外付け回路を接続する事で R-1

らの情報を表示する事ができます。 ED 点滅によるモールスの略数字で表示します。

またこの /BEEP 号は約 00Hz 変調されていますので、以下の回路のように圧電ブザー

を接続するとモールスの略数字による表示を耳で聞くこともできます。

を

S の 端 S か

L の

信 5 で

LED

LED

10

LED/BEEP 力出

SR-1

+3Vへ

500 ーム程度

の電流制限抵抗

オ

LED

LED/BEEP 力出

SR-1

GND

4.7K

10K

PNP 用 r汎 T

10K 圧電スピーカー

+3Vへ

電流の最大規格値は

25mA ので注意！な



シリアルコントロールモード

R-1 シリアルコントロールモードで使用するには、まず R-1 POWER イッチ端子をグラン

ドに落として R-1 電源の供給を開始します。これにより R-1 シリアルコントロールモードに入

ります。スイッチによるコントロールは無効になりすべての操作をシリアル経由で行います。

R-1 シリアル信号は V ロジックレベルです。従って S-232C 5V シリアル信号を直接

接続すると一瞬で R-1 破壊します。パソコンと接続する場合にはサイレントシステムの J-

RS しくは J-USB 使用する事をお勧めします。以下に J-RS 組み合わせて R-1 シリアル

コントロールモードで使用する際の接続図を記します。

S を S の ス

S に S は

S の 3 の R や の

S を S

も S を S と S を
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+3V

GND オーディオ右

オーディオ左

オーディオ NDG

POWER イッチ入力ス

AM ランドグ AM ンテナア

FM ンテナア

シリアル出力

シリアル入力

3 TDi番

4 RDo番

5 GND番

6 3V番

SJ-RS ジュールモ

+3V 力出



シリアルコントロールコマンド一覧表

シリアルコントロールモードでは 7600bps 8 ットデータ、ストップビット 、ノーパリティー、フ

ロー制御なしで通信を行います。 がプロンプトで表示されますので以下のコマンドを入力します。

多くのコマンドは電源が入っている時のみに動作します。コマンドの後のスペースは任意です。

コマンドと意味 コマンドの説明

a alarm 覚ましの時間の表示と設定と n/off り替え

a 12:34 たは a on たは off

b band 源とバンドの表示と設定

b 1 FM ード開始、 2 AM ード開始、 0 OFF

c calender 蔵のカレンダークロックの表示と設定

c 2009/10/12 たは c 12:34:56

d detect ートプリセットの実行。プリセットを書き換え後に見つかった局数を表示

e 源電圧 と温度パラメータ を表示。電源電圧は 229/X 算出する

度はまず =1.200 Y/X-0.7012 Z 得る。 がプラスであれば 5-Z/1.769

Z マイナスであれば 5-Z/1.646 おおよその CU 温度の目安となる

g GPIO GPIO ートの操作、表示機能はありません。取り出せる電流は約 .5mA 度

g 1 GPIO1 HIGH g 2 GPIO2 HIGH する

h help ージョンナンバーを表示

k seek ーク選局して発見した局の周波数を表示

k 0 下方向に 1 上方向にシークする

l sleep リープタイマーの表示と設定

l 30 30 に設定、 0 スリープタイマーを無効に、最長 55 まで

m mono m 1 FM ノラル、 0 FM テレオ、 で表示、 M のみ有効

n number 0 ら までの指定した数値を ED 表示する

o boost 音ブーストの表示と設定。 1 低音ブーストオン その効果はかなり微妙

p preset p プリセットリスト表示、 0 ら 15 プリセット選局

p 0 ???? プリセット に ??? 設定、 0 0 プリセット を消去

r register レンダークロック C レジスタの表示と設定。詳細はデータシートを参照の事

r みでスリープ、アラームの時間待ち。復帰後 コマンドで電源制御の必要あり

s strengths 在の電界強度 dB V) S/N (dB) 加え M は同調容量 pFx10) 表示

FM には周波数偏差 KHz 位 とステレオ信号の有無を /M 表示する

t tune t 現在のバンドと周波数を表示、 ???? 受信周波数設定、 M １４９から

23000 で、 M 6400 ら 0800 で指定可能、 0 アンテナチューナー再調整

v volume v 0 ら 31 音量設定、 で現在の音量を表示

w width w0 ら 4 AM フィルタ帯域を設定、 で現在の状態を表示、 M み有効

よその帯域は が KHz １が KHz 2 3KHz 3 2KHz ４が KHz 度

5 、 ビ 1

>

目 o 切

ま ま a

電

で モ b で モ b で

内

ま

オ

電 X Y 1 で

温 Z ＊ で を Z 2 が

が 2 が M の

ポ 0 程

で を に で を に

バ

シ

で k で

ス

で 分 l で 2 分

で モ m で ス m F 時

か 9 L に

低 o で ( )

で p か p で

で 0 ? を p で 0

カ I の

の b

現 ( μ と 比 に A 時 ( を

時 ( 単 ) S で

で t で A は

ま F は か 1 ま t で

か v で v

か w で の w A の

お 0 6 、 4 、 が 、 が 、 1 程

environment
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補足

・ PIO ついて

・ R-1 消費電流について

・使用する電源について

・ R-1 信号端子について

・出荷検査について

G に

S の

S の

R-1 GPIO 子はシリアルで N/OFF きますので、 NA ON/OFF アンテナの切り替えや

ミキサーの N/OFF どを制御するためにご利用下さい。 PIO ポートの値は受信機を FF

すると両方とも OW 戻ります。

スイッチコントロールモードの場合は、電源 FF の標準的な待機電流は 5 A 度です。電

源 N の消費電流は音声のレベルによって多少変化しますが、おおよそ 0mA 度の電流が流

れます。シリアルコントロールモードの電源 FF には R-1 消費電流は mA 度になります。

これはシリアルインターフェース回路が継続的に働いているためです。その他に V ベルと S-

232C ベルを変換する C 10mA 度の電流が流れます。従ってシリアルコントロールモードで

使用する際の電池での稼動時間はかなり短くなりますので予めご承知おき下さい。

一般的な C ダプタはノイズを発生するものが多いので受信機の電源として使用する際にはこ

の事をご承知下さい。高品質な電源を利用するか、できれば電池で稼動させるとノイズが少なく

なります。

R-1 外部信号ピンですが、半導体から直接接続されている端子が殆どですので、静電気な

どによる過電圧には十分留意して下さい。パチッという静電気の放電で半導体は簡単に破壊さ

れます。

サイレントシステムではＳＲ－１の出荷の際に全数の動作確認を行っています。また出荷テスト

のために東京エリアの放送局の一部をプリセットチャンネルに記憶した状態で出荷されています

ので、他の地方にお住まいの方は初期状態では何も聞こえません。シーク選曲かオートプリセッ

ト機能でプリセットを自分の地域に合わせて書き換えてからご使用下さい。

S の 端 O で L の や

O な G の O に

L に

O 時 2 μ 程

O 時 3 程

O 時 S の 5 程

3 レ R

レ I に 程

A ア

S の
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